
 

 

 

 

 

 

                                

関係各位                      
２０２６年６月８日 

一般社団法人リビングアメニティ協会 
 

役員改選のお知らせ 
 

一般社団法人リビングアメニティ協会（東京都千代田区富士見）は２０２６年６月５日の
総会・臨時理事会において、下記のとおりYKK AP株式会社の魚津彰代表取締役社長の当協
会会長就任と副会長などの主要役員人事を決定いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記
 

役職 氏名 所属企業 企業役職 

会 長 魚津 彰 YKK AP株式会社 代表取締役社長 

副会長 清田 徳明 TOTO株式会社 
代表取締役会長  
兼 取締役会議長 

副会長 腹巻 知 株式会社ノーリツ 代表取締役会長 

副会長 山田 昌司 パナソニック ハウジングソリューションズ
株式会社 代表取締役 社長執行役員 

副会長 瀬戸 欣哉 株式会社LIXIL 取締役 代表執行役社長 
兼 CEO 

副会長 内藤 弘康 リンナイ株式会社 代表取締役社長 

専務理事 佐藤 英明 リビングアメニティ協会  

 

【 一般社団法人リビングアメニティ協会とは 】 
一般社団法人リビングアメニティ協会（ALIA）は、住宅設備及び建材に関わる企業及び

団体で構成される法人です。1990年10月に設立、2012年に一般社団法人化しました。 
当協会の目的は「優良な住宅部品の普及により国民の住生活の向上を図る」ことにあり

ます。機能的で良質な住宅部品の供給促進と快適な住空間作りのための調査研究や情報の
収集・発信に積極的に取り組んでいます。 

 
＜お問い合わせ先＞ 

 
一般社団法人 リビングアメニティ協会 事務局  多田 
TEL: 03-5211-0540  FAX: 03-5211-0546 E-mail: aliainfo@alianet.org 



 

 

２０２６年６月８日 

【 魚津新会長からのメッセージ 】 
このたび、一般社団法人リビングアメニティ協会の会

長に就任いたしましたYKK AP株式会社の魚津です。 
一般社団法人リビングアメニティ協会（ALIA）は、1990

年の設立以来、住宅部品・住空間に関わる広範な活動を展
開してまいりました。 
住宅設備および建材に関わる企業・団体が力を結集

し、「良質な住宅部品の供給・普及」と、「住宅部品の点検
を核とした優良住宅ストック社会実現への貢献」を目指
しています。 
現在、住宅業界を取り巻く環境は、かつてない激動のさなかにあります。とりわけ懸念

されるのが、緊迫の度を増す中東情勢の動向です。中東地域における不安定な情勢は、原
油や天然ガスの価格高騰を招くだけでなく、物流コストの増大や原材料の供給不足を引き
起こします。これらは住宅投資へ悪影響を及ぼす懸念材料となり、サプライチェーンに対
しても極めて深刻な影を落としています。こうした不透明な世界情勢の中にあって、資
材・エネルギーコストの高騰に耐えうる強靭な産業構造の構築と、消費者への安定的な提
供を両立させることは業界を挙げた重要課題であると認識しています。 
一方国内では 2026 年 3 月に新たな「住生活基本計画」が閣議決定されました。2050 年

を見据え、市場機能の進化を通じて住宅ストックの価値を最大限に活用し、人生 100 年
時代の住生活を支える基盤を再構築していく方向性が明確に示されました。当協会におい
ても、この国の方針を受け、「ALIA 中期活動計画（2026～2030 年度）」を策定し、次なる
5 年を見据えた確かな一歩を踏み出します。 
中東情勢に端を発するエネルギー不安を克服するためにも、2050 年カーボンニュート

ラルや ZEHの普及は、社会全体で取り組むべき喫緊の課題です。今年度の事業計画では、
住宅省エネ 2026 キャンペーンをはじめとする国の支援策を最大限に活用し、断熱性能に
優れた外皮仕様や高効率な設備の普及を推進することを掲げております。 
さらに、昨今重要なテーマとなっているのが「ライフサイクルカーボン（LCC）」削減

への対応です。住宅部品の製造、施工、そして廃棄・リサイクルに至る全過程での CO2
排出量を適切に評価し削減していく取り組みは、これからの住まいづくりにおける新たな
スタンダードとなります。関連団体等との連携を強めることで、地球環境に真に貢献でき
る持続可能な住生活の実現を目指してまいります。 
住生活を取り巻く課題は、少子高齢化や労働力不足など、社会構造の変化と密接に関係

しています。当協会は 2020 年に制定した「住宅部品×SDGs 宣言」に基づき、これら社
会課題の解決を事業の柱に据えています。特に「ALIA こども応援プロジェクト」は、SDGs
の目標年である 2030 年まで継続する“第 2 ステージ”へと移行いたしました。こども食堂
への支援などを通じ、住宅産業の持続的発展と社会貢献を両立させてまいります。 
また安全・安心な住まいを次世代に引き継ぐためには、適切な「お手入れ・点検」が欠

かせません。10 月 10 日の「住宅部品点検の日」を中心に、ポータルサイトの拡充や普及
啓発活動を通じて、住宅を長く大切に使う文化を社会に浸透させ、良質な住宅ストックが
循環する社会を形成することは重要な活動となっています。 
当協会は、国土交通省をはじめとする関係省庁や関連団体、そして会員企業の皆様との

連携を一層強化し、社会から真に必要とされる存在を目指してまいります。皆様の温かい
ご支援と、各部会・委員会等への積極的なご参画を心よりお願い申し上げます。 

以上


